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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】 

〔
史
料
紹
介
〕
「
松
ヶ
岡
」
宅
地
号
選
定
の
書
簡 

以
善
会 

は
じ
め
に 

松
ヶ
岡
山
﨑
家
の
ご
子
孫
で
あ
る
山
﨑
良
太
郎
さ
ん
（
神
奈
川
県
在
住
）
と
弟
の

文
三
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
が
掛
川
市
に
寄
贈
さ
れ
た
史
資
料
に
は
、
興
味
深
い
も
の

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
に
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
十
一
日
に
山
﨑
家
六
代
目
の
万
右
衛
門

が
住
居
を
西
町
か
ら
現
在
の
「
松
ヶ
岡
（
旧
山
﨑
家
住
宅
）
」
の
地
に
移
す
前
日
、
掛

川
藩
士
の
山
角
才
兵
衛
が
万
右
衛
門
の
依
頼
に
応
じ
、
「
松
岳
」
（
「
松
ヶ
岡
」
と
同

じ
）
の
宅
地
号
を
提
案
し
た
書
簡
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る

「
松
ヶ
岡
」
と
い
う
通
称
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
か
が
わ
か
る
文
書
で
す
。 

 

今
回
は
「
史
料
紹
介
」
と
し
て
こ
の
書
簡
の
全
文
と
読
み
下
し
を
掲
載
し
ま
す
。
書

簡
は
、
才
兵
衛
が
「
松
岳
（
マ
マ
）
」
を
選
ん
だ
こ
と
を
告
げ
た
〔
本
文
〕
と
、
そ
れ
ま

で
に
才
兵
衛
の
考
え
に
浮
か
ん
だ
宅
地
号
候
補
を
列
挙
し
た
〔
別
紙
〕
か
ら
な
り
ま
す
。

〔
本
文
〕
の
釈
文
と
読
み
下
し
は
菊
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
副
委
員
長
な
ど
を
務
め

ら
れ
た
森
下
春
美
先
生
、
〔
別
紙
〕
は
以
善
会
の
中
山
正
清
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

論
考
部
分
に
つ
い
て
は
以
善
会
の
会
合
で
出
さ
れ
た
見
解
を
も
と
に
、
中
山
が
ま
と
め

ま
し
た
。 

 

一
、
史
料
紹
介 

〔
本
文
〕 

山
崎
万
右
衛
門
殿 

山
角
才
兵
衛 

 
 

 
 

口
上 

昨
日
者
御
出
其
節
御
対
話 

被
仰
候
通
り
合
一
明
十
一
日 

吉
辰
ニ
而
御
引
移
之
由 

目
出
度
存
候
扨
兼
而
御
頼 

之
宅
地
号
之
分
な
り 
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左
之
通
愚
考
い
た
し
候 

叶
御
存
意
候
得
者
満
足 

被
存
候
万
一
不
応
御
心 

有
之
候
ハ
バ
無
御
遠
慮
御
申
出 

可
（
被
）
下
候
猶
再
考
可
致
候 

 
 

松
岳 

ま
つ
を
か
ニ
て
も 

 
 

 
 

 

ま
つ
が
を
か
ニ
て
も 

唱
へ
能
キ
方
ニ
可
成
候 

此
段
得
御
意
度
如
此 

御
座
候
恐
惶
謹
言 

四
月
十
日 

〔
読
み
下
し
〕 

昨
日
は
御
出
で
、
そ
の
節
御
対
話
仰
せ
ら
れ
候
通
り
合
一
。 

明
（
み
ょ
う
）
十
一
日
吉
辰
に
て
御
引
き
移
し
の
由 

目
出
度
く
存
じ
候 

扨
（
さ
）
て
か
ね
て
頼
み
の
宅
地
号
の
分
な
り 

左
の
通
り
愚
考
い
た
し
候 

か
ね
て
御
存
意
そ
う
ら
え
ば
満
足
に
存
ぜ
ら
れ
候 

万
一
不
応
の
御
心
こ
れ
あ
り
候
は
ば
ご
遠
慮
無
く
御
申
し
出
下
さ
る
べ
く
候 

猶
（
な
お
）
再
考
致
す
べ
く
候 

 
 

松
岳 

 

「
ま
つ
を
か
」
に
て
も 

 
 

 
 

 
 

「
ま
つ
が
を
か
」
に
て
も 

唱
え
よ
き
方
に
成
る
べ
く
候 

此
の
段
御
意
を
得
た
く
か
く
の
ご
と
く
ご
ざ
候 

 
 

恐
惶
謹
言 

 

〔
別
紙
〕 

松
岡 

松
坪 
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磐
本 

奥
屋 

松
蔭 

松
岡
ハ 

ま
つ
を
か
に
て
も
ま
つ
が
岡 

に
て
も 

松
坪
ハ
ま
つ
が
坪 

磐
本
ハ 

 

万
葉
集
之 

 

奥
山
之

オ

ク

ヤ

マ

ノ

磐
本
菅
乎

イ

ハ

モ

ト

ス

ゲ

ヲ

根
深
目
手

ネ

フ

カ

メ

テ 

 

結
之
情
忘

カ
タ
メ
シ
コ
ゝ
ロ
ワ
ス
レ

不
得

カ

ネ

ツ

裳モ 

奥
屋 

 

お
く
や
ハ
翠
の
奥
の
家
の
こ
と 

松
蔭 

 

古
歌 

 
 

ま
つ
か
け
の
岩
井
の
水
を
む
す
ひ
あ
け
て 

 
 

夏
な
き
と
し
と
お
も
ひ
け
る
哉 

 

万
葉
に
も 

 
 

松
蔭
ハ
其
れ
〳
〵
御
さ
候 

 

さ
て
思
ひ
よ
り
色
無
し
昨
夜
も 

深
更
鶏
鳴
ま
て
今
日
又
々 

御
使
を
申
候
を
長
考
も 

さ
て
〳
〵
愚
考
也
前
々
よ
り 

御
内
話
候
も
よ
ろ
し
き
考
も 

不
出
来
恥
か
し
き
次
第
ニ
存
候 

又 
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朝
岡 

 

晨
園
の
跡 

取
な
ら
つ
と
も
と
な
へ
い
う
あ
ら
む 

 

磐
垣 
な
と
し
も
い
に
し
え 

猶
御
賢
考
可
被
下
候 

〔
読
み
下
し
〕 

松
岡 

松
坪 

磐
本 

奥
屋 

松
蔭 

松
岡
は
、
ま
つ
を
か
（
ま
つ
お
か
）
に
て
も
ま
つ
が
岡
に
て
も
。 

松
坪
は
ま
つ
が
坪
。 

磐
本
は
万
葉
集
の
「
奥
山
之

オ

ク

ヤ

マ

ノ

磐
本
菅
乎

イ

ハ

モ

ト

ス

ゲ

ヲ

根
深
目
手

ネ

フ

カ

メ

テ 
結
之
情
忘

カ
タ
メ
シ
コ
ゝ
ロ
ワ
ス
レ

不
得

カ

ネ

ツ

裳モ

」
。 

奥
屋
、
お
く
や
は
翠
（
み
ど
り
）
の
奥
の
家
の
こ
と
。 

松
蔭
、
古
歌
「
ま
つ
か
け
の
岩
井
の
水
を
む
す
ひ
あ
け
て 

夏
な
き
と
し
と
お

も
ひ
け
る
哉
」
。
万
葉
に
も
松
蔭
は
そ
れ
ぞ
れ
御
座
候
。 

 

さ
て
、
思
ひ
よ
り
色
無
し
。
昨
夜
も
深
更
鶏
鳴
ま
で
、
今
日
又
々
御
使
を
申
し

候
を
長
考
も
、
さ
て
さ
て
愚
考
也
。
前
々
よ
り
御
内
話
候
も
、
よ
ろ
し
き
考
え

で
き
ず
恥
ず
か
し
き
次
第
に
存
じ
候
。 

ま
た
、
朝
岡 

晨
園
の
跡
取
り
な
ら
づ
と
も
唱
へ
言
う
あ
ら
む
。 

磐
垣 

な
ど
し
も
古
（
い
に
し
え
）
。 

な
お
御
賢
考
下
さ
る
べ
く
候
。 

〔
封
筒
〕 

 

な
お
、
書
簡
が
入
っ
て
い
る
封
筒
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
後
世
の
メ
モ
（
横

書
き
）
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

嘉
永
四
年
四
月
十
一
日 

 

山
﨑
万
右
衛
門
家
屋
敷
引
越
し
に
当
り 
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屋
敷
号
選
定
に
就
き
大
田
摂
津
守
様
重
役 

山
角
才
兵
衛
様
よ
り
選
名
に
関
す
る
書
状 

嘉
永
四
年
（
１
８
５
１
年
） 

 

二
、
差
出
人
の
山
角
才
兵
衛 

 

こ
の
書
簡
を
書
い
た
山
角
才
兵
衛
と
は
だ
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
後
世
の
メ
モ
書
に

は
「
大
田
（
マ
マ
）
摂
津
守
様
重
役
」
つ
ま
り
嘉
永
四
年
当
時
の
掛
川
藩
主
太
田
資
功

の
重
役
と
あ
り
ま
す
が
こ
れ
で
正
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

掛
川
藩
の
役
職
に
就
い
た
藩
士
に
つ
い
て
記
し
た
「
役
儀
歴
代
」
〔
『
掛
川
藩
か
ら
松

尾
藩
へ
』
近
世
編
（
二
〇
一
一
年
、
山
武
市
教
育
委
員
会
）
〕
に
み
え
る
山
角
才
兵
衛

の
記
事
は
次
の
三
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
下
に
示
し
ま
す
。
（
※ 

）
は
筆
者
に
よ

る
注
で
す
。 

ａ

、
文
化
十
一
年
（
※
一
八
一
四
）
四
月
二
十
一
日 

 

 
 

 

一
藤
田
宇
兵
衛
、
山
角
才
兵
衛
、
御
家
流
軍
学
稽
古
被
仰
付
（
※
以
下
略
） 

ｂ
、
天
保
十
四
年
（
※
一
八
四
三
）
八
月
六
日 

 
 

 

一
今
日
御
目
見
後
宇
右
衞
門
別
段
、
御
逢
有
之
、
御
紋
付
縮
帷
子
御
内
々
ニ
被

下
、
右
跡
ニ
而
山
角
才
兵
衛
江
御
平
生
召
御
帷
子
被
下
候 

ｃ

、
同
年
九
月
二
日 

 
 

 

一
八
時
御
供
揃
ニ
而
御
家
中
御
廻
被
遊
、
御
供
三
郎
兵
衛
、
十
郎
右
衛
門
御
用

人
山
角
才
兵
衛
御
側
御
用
人
両
人
御
供
（
※
以
下
略
） 

 

記
事
ａ

に
は
、
才
兵
衛
が
軍
学
の
稽
古
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
軍
学
は
実
用
的
と
い
う
よ
り
も
、
和
漢
の
軍
事
に
関
す
る
古
典
を
読
み
こ
な
す

こ
と
が
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
才
兵
衛
の
学
力
が
藩
か
ら
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

文
化
十
一
年
一
月
の
「
戌
御
年
貢
免
定
之
事
」
〔
『
掛
川
市
史
資
料
集
』
第
二
号
（
一

九
七
四
年
、
掛
川
市
）
〕
に
は
、
重
役
と
み
ら
れ
る
十
三
人
の
名
前
の
中
に
「
山
角
才
兵

衛
」
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
若
く
し
て
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

記
事
ｂ
に
は
藩
主
（
当
時
は
資
始
）
が
普
段
着
て
い
た
帷
子
を
拝
領
し
た
と
あ
り
、

記
事
ｃ

に
は
藩
主
が
藩
の
役
所
を
廻
っ
た
と
き
の
お
供
を
し
た
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
藩

主
の
側
近
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

 

さ
て
、
「
役
儀
歴
代
」
に
は
、
才
兵
衛
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
山
角
武
太
夫
と
い
う
名
前
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も
見
ら
れ
ま
す
。
関
連
記
事
は
次
の
通
り
で
す
。 

ｄ
、
文
政
十
一
年
（
※
一
八
一
四
）
二
月
二
十
三
日
格
式
旗
奉
行
被
仰
付
、
勤
方
是
迄

通
、
文
政
十
二
丑
七
月
廿
四
日
御
側
御
用
人
兼
御
旗
組
御
預
、
御
勝
手
掛
被
仰
付 

 
 

 
 

 
 

（
※
朱
書
）
「
右 

同
」
（
※
「
同
」
は
御
用
人
を
指
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
角
武
太
夫 

ｅ

、
安
政
元
寅
（
※
一
八
五
四
）
十
二
月
廿
三
日
格
式
旗
奉
行
被
仰
付
、
勤
方
是
迄
之

通
、
安
政
三
辰
七
月
十
六
日
病
気
御
役
御
免
内
願
候
処
、
加
養
之
為
当
分
月
番
御

免
、
同
年
十
一
月
十
六
日
於
掛
川
病
死 

 
 

 
 

 
 

（
朱
書
）
「
御
用
人
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
角
武
太
夫 

 

記
事
ｄ
に
よ
る
と
、
武
太
夫
は
御
側
御
用
人
、
御
旗
組
御
預
、
御
勝
手
掛
を
兼
任
す

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
記
事
ｅ

に
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
武
太
夫
が
掛

川
で
病
死
し
た
と
あ
り
ま
す
。 

で
は
、
才
兵
衛
と
武
太
夫
は
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
か
。
同
一
人
物
な
の
か
、
そ

れ
と
も
年
齢
の
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
同
姓
の
別
人
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

記
事
ｃ

に
は
「
御
用
人
山
角
才
兵
衛
」
と
あ
り
、
記
事
ｄ
に
は
「
御
側
御
用
人
」
、

記
事
ｄ
と
ｅ

に
は
朱
書
で
「
御
用
人
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
文
政
十
二
年
（
記
事

ｄ
）
か
ら
安
政
三
年
（
記
事
ｅ

）
ま
で
武
太
夫
は
御
用
人
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
記
事

ｃ

に
よ
る
と
、
才
兵
衛
は
こ
の
間
に
当
た
る
天
保
十
四
年
に
御
用
人
で
し
た
か
ら
、
才

兵
衛
と
武
太
夫
は
同
一
人
物
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

同
じ
人
物
が
異
な
る
通
称
を
使
っ
て
い
た
身
近
な
例
を
挙
げ
る
と
、
『
掛
川
誌
稿
』

編
纂
者
の
斎
田
茂
先
が
三
左
衛
門
、
小
源
太
を
称
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
「
御
用
人
」
は
、
「
江
戸
時
代
、
大
名
・
旗
本
の
家
で
、
家
老
の
次
に
位
し
、

庶
務
・
会
計
な
ど
に
あ
た
っ
た
職
」
と
『
広
辞
苑
』
（
第
五
版
）
に
あ
り
ま
す
。
封
筒
の

メ
モ
書
の
記
載
の
よ
う
に
、
才
兵
衛
は
藩
の
重
役
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

記
事
ｄ
に
み
る
よ
う
に
勝
手
掛
も
兼
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
勝
手
掛
と
い
う
の
は
、

財
政
な
ど
の
担
当
で
す
。
藩
の
御
用
達
商
人
だ
っ
た
山
﨑
家
と
は
、
職
務
上
緊
密
な
関

係
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

一
方
、
武
太
夫
（
才
兵
衛
）
が
勝
手
掛
を
兼
務
す
る
前
の
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、

山
田
側
（
掛
川
市
久
保
）
に
あ
っ
た
山
﨑
家
の
別
荘
（
栗
谷
蔵
草
舎
）
を
武
太
夫
ら
が

訪
問
し
て
い
ま
す
。 
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袴
田
鷹
邨
の
『
松
ヶ
丘
山
﨑
家
略
譜
稿
本
』
は
文
政
九
年
の
「
日
記
帳
」
を
摘
記
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
十
月
四
日
条
に
「
山
角
武
太
夫
様
御
家
内
中
様
外
四
五
人
山
田
側

保
養
ニ
付
隠
居
様
若
旦
那
様
御
伺
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

「
隠
居
様
」
は
山
﨑
家
四
代
目
の
万
右
衛
門
（
晨
園
）
、
若
旦
那
様
は
晨
園
の
長
男
で

五
代
目
を
継
い
で
い
た
万
右
衛
門
、
つ
ま
り
松
ヶ
岡
の
新
居
を
建
て
た
六
代
目
の
兄
で

す
。
五
代
目
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
た
め
、
弟

が
六
代
目
を
継
い
で
い
ま
す
。 

 

六
代
目
が
家
督
を
継
ぐ
前
か
ら
山
角
武
太
夫
（
才
兵
衛
）
は
山
﨑
家
と
職
務
上
の
関

係
を
超
え
た
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

三
、
才
兵
衛
の
教
養
と
新
築
時
の
松
ヶ
岡 

 

書
簡
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
〔
本
文
〕
で
は
「
松
岳
」
を
宅
地
号
に
選
び
、

読
み
は
「
ま
つ
お
か
」
で
も
「
ま
つ
が
お
か
」
で
も
言
い
や
す
い
方
を
採
用
す
る
よ
う

に
、
と
告
げ
て
い
ま
す
。 

〔
別
紙
〕
で
は
、
山
角
才
兵
衛
は
「
松
岡
（
松
岳
）
」
の
ほ
か
に
も
「
松
坪
」
、「
磐
本
」
、

「
奥
屋
」
、
「
松
蔭
」
、
「
朝
岡
」
、
「
磐
垣
」
を
候
補
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

「
磐
本
」
は
書
簡
（
別
紙
）
に
あ
る
通
り
『
万
葉
集
』
所
収
の
和
歌
に
ち
な
み
ま
す
。

「
松
蔭
」
の
由
来
と
し
て
挙
げ
て
い
る
古
歌
は
、『
小
倉
百
人
一
首
』
の
歌
人
の
一
人
で

も
あ
る
恵
慶
法
師
が
詠
ん
だ
和
歌
で
す
。『
万
葉
集
』
に
も
「
松
蔭
」
と
い
う
言
葉
が
出

て
く
る
和
歌
が
い
く
つ
も
あ
る
と
、
書
簡
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

「
磐
垣
（
い
は
が
き
）
」
と
い
う
の
は
「
①
岩
石
が
垣
根
の
よ
う
に
囲
ん
で
い
る
所

②
人
工
で
築
い
た
石
垣
」
（
『
旺
文
社
古
語
辞
典
』
）
の
こ
と
で
、
例
え
ば
「
青
山
の
石

垣
（
い
は
が
き
）
沼
の
水
隠
（
み
ご
も
）
り
に 

恋
ひ
や
渡
ら
む
あ
ふ
縁
（
よ
し
）
を

な
み
」
（
『
万
葉
集
』
所
収
）
、
「
五
月
雨
に
沼
の
い
は
か
き
水
こ
え
て 

ま
こ
も
か
る
べ

き
方
も
し
ら
れ
ず
」
（
平
安
後
期
の
『
堀
河
百
首
』
所
収
）
な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

和
歌
に
詠
ま
れ
た
語
が
こ
れ
だ
け
次
々
と
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
才
兵
衛
は
和
歌
の

嗜
み
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

才
兵
衛
が
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
宅
地
号
候
補
は
、
必
ず
や
新
築
当
時
の
山
﨑
家
住
宅
の

景
観
を
見
て
考
え
つ
い
た
は
ず
で
す
。
候
補
の
名
前
か
ら
当
時
の
景
観
を
想
像
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 



8 

 

 
松
岡
、
松
坪
、
松
蔭
と
「
松
」
の
字
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
敷
に
は
数
多
く

の
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
も
そ
の
名
残
が
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

奥
屋
は
「
翠
の
奥
の
家
の
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ
か
ら
も
常
緑
の
松
が
生

い
茂
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

松
岡
、
朝
岡
と
「
岡
」
が
付
い
て
い
る
の
は
、
当
時
は
周
囲
が
水
田
だ
っ
た
た
め
、

屋
敷
地
が
小
高
く
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

磐
本
、
磐
垣
と
「
磐
」（
岩
）
が
付
く
も
の
が
二
つ
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
特

徴
的
な
庭
石
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
屋
敷
の
周

囲
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
堀
に
石
垣
が
貼
ら
れ
て
い
た
た
め
と
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

現
在
も
残
っ
て
い
る
堀
の
石
垣
が
新
築
時
か
ら
あ
っ
て
、
訪
れ
る
人
の
目
を
引
い
て
い

た
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

山
﨑
万
右
衛
門
一
家
が
西
町
か
ら
引
越
し
た
の
が
嘉
永
四
年
四
月
十
一
日
で
、
松
ヶ

岡
で
祝
宴
が
大
々
的
に
開
か
れ
て
い
ま
す
（
『
松
ヶ
丘
山
崎
家
略
譜
稿
本
』
）
。 

山
角
才
兵
衛
が
こ
の
書
簡
を
書
い
た
の
が
四
月
十
日
。
前
日
の
深
夜
か
ら
鶏
が
鳴
く

明
け
方
ま
で
呻
吟
し
、
書
簡
を
山
﨑
家
に
遣
わ
す
使
い
を
命
じ
て
か
ら
も
、
な
お
思
い

悩
ん
だ
と
〔
別
紙
〕
に
記
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
締
切
り
直
前
に
な
ん
と
か
間
に
合
わ

せ
た
の
で
す
。 

以
前
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
た
屋
敷
の
通
称
（
宅
地
号
）
の
命
名
に
つ
い
て
、
い
く
つ

も
の
候
補
を
考
え
、
直
前
ま
で
悩
み
抜
い
た
末
に
選
ん
だ
「
松
岡
」
で
す
が
、
才
兵
衛

は
「
思
ひ
よ
り
色
無
し
」
（
思
っ
た
よ
り
も
そ
っ
け
な
い
）
と
し
て
い
ま
す
。 

才
兵
衛
と
し
て
は
、
古
歌
に
由
来
す
る
宅
地
号
を
選
び
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
松
岡
」
は
古
歌
か
ら
採
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
結
局
、
山
﨑
万
右
衛

門
が
読
み
を
「
ま
つ
が
お
か
」
と
し
て
採
用
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
現
在
も
使
わ
れ

続
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
才
兵
衛
の
謙
遜
に
も
か
か
わ
ら
ず
良
い
宅
地
号
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

（
了
） 

 


